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●総人口　28,043（28,414）人 

●男　性　13,448（13,618）人 

●女　性　14,595（14,796）人 

●世帯数　11,191（11,178）世帯 
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２月１１日 本川地区「氷室まつり氷詰め」開催風景 
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広報いの　3月号

　

第　

回
新
宇
治
川
放
水
路
地
下

１２

水
監
視
委
員
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

日　

時

　

３
月　

日（
金
）　

時　

分
〜

２３

１８

３０

場　

所

　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野

 

大
会
議
室

議　

題

　

１　　
新
宇
治
川
放
水
路
の
進
捗

　．
状
況
に
つ
い
て

　

２　　
前
回
の
審
議
概
要
に
つ
い
て

　．

　

３　　
調
査
結
果
等
の
報
告

　．

　
　

①
地
下
水
デ
ー
タ
の
経
過
報

告
に
つ
い
て

　
　

②
回
復
の
指
標
に
つ
い
て

　
　

③
次
年
度
の
観
測
態
勢
に
つ

い
て

　

４　　
そ
の
他

　．
※
一
般
住
民
の
方
々
も
自
由
に
傍

聴
で
き
ま
す
。

　
　

な
お
、
現
在
ま
で
の
調
査
結

果
、内
容
報
告
等
の
資
料
は
、技

術
監
理
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ

　

技
術
監
理
課

 

� 
８
９
３
―
１
１
１
４

消

防

出

初

式

　

１
月
７
日
、
伊
野
体
育
館
に
お

い
て
、
い
の
町
消
防
出
初
式
が
消

防
関
係
者
約　

名
の
参
加
の
も
と

２５０

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
初
式
で
各
種
の
表
彰
や
町
長

に
よ
る
服
装
点
検
が
行
わ
れ
た

後
、
波
川
の
河
川
敷
に
移
動
し
て

一
斉
放
水
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
種
の
表
彰
で
は
、
勤
続　

年
２０

以
上
で
成
績
優
秀
な
団
員
に
町
長

表
彰
が
、
勤
続　

年
以
上
で
成
績

１０

優
秀
な
団
員
に
対
し
団
長
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
成
績
優
秀
な
消
防
団

員
の
妻
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り

内
助
の
功
を
尽
く
さ
れ
、
そ
の
功

績
が
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

方
に
対
し
て
、
町
長
か
ら
内
助
功

労
者
と
し
て
感
謝
状
と
記
念
品
の

贈
呈
、
ま
た　

年
以
上
勤
続
さ

１０

れ
、
昨
年
中
に
消
防
団
を
退
団
さ

れ
た
方
々
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
ま
し
た
方
並
び
に
内

助
功
労
者
、退
団
者
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、こ
れ
ま
で
の
消
防
・
防
災
へ
の

ご
尽
力
と
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

○
定
例
表
彰（
町
長
表
彰
）

伊
野
方
面
隊　
 

　

 

伊
野
分
団
班
長　

藤
森　

千
尋

 

枝
川
分
団
班
長　

池
澤　

和
則

 

神
谷
分
団
部
長　

尾
�　

秀
樹

 

神
谷
分
団
団
員　

濱
田　

直
喜

吾
北
方
面
隊　
 

　

 

小
川
分
団
団
員　

岡
林　

和
久

○
定
例
表
彰（
団
長
表
彰
）

伊
野
方
面
隊　
 

　

 

伊
野
分
団
団
員　

尾
�　

靖
央

 

枝
川
分
団
団
員　

井
上　

誠
司

 

南
分
団　

団
員　

近
内　

敏
弘

 

南
分
団　

団
員　

弘
瀬　

寿
英

 

川
内
分
団
団
員　

西
村　

康
生

 

川
内
分
団
団
員　

西
村　

康
博

 

神
谷
分
団
班
長　

長
尾　

健
二

 

神
谷
分
団
団
員　

井
上　

和
則

 

神
谷
分
団
団
員　

高
橋　

定
彦

 

神
谷
分
団
団
員　

尾
�　

正
良

 

神
谷
分
団
団
員　

尾
�　

賢
二

 

三
瀬
分
団
団
員　

伊
藤　

久
長

吾
北
方
面
隊　
 

　

 

清
水
分
団
部
長　

川
村　

幸
滋

 

小
川
分
団
団
員　

黒
石　

雄
二

本
川
方
面
隊　
 

　

　

本
川
第
１
分
団
団
員

 

山
中　

友
和

○
内
助
功
労
者

尾
�
恵
美
子
様

（
神
谷
分
団
部
長

 

尾
�　

秀
樹
氏
の
妻
）

濱
田
美
智
子
様

（
神
谷
分
団
団
員

 

濱
田　

直
喜
氏
の
妻
）

川
村
富
美
江
様

（
上
八
川
分
団
団
員

 

川
村　

正
夫
氏
の
妻
）

川
村　

敬
美
様

（
上
八
川
分
団
団
員

 

川
村　
　

満
氏
の
妻
）

川
村　

由
美
様

（
上
八
川
分
団
団
員

 

川
村　

幸
誠
氏
の
妻
）

筒
井
み
ど
り
様

（
小
川
分
団
団
員

 

筒
井　

和
弘
氏
の
妻
）

北
川
美
佐
保
様

（
小
川
分
団
団
員

　
　
　
　

北
川　

壽
喜
氏
の
妻
）

山
中　

洋
子
様

（
小
川
分
団
団
員

 

山
中
文
美
夫
氏
の
妻
）

北
川　
　

寿
様

（
下
八
川
分
団
団
員

 

北
川　

雄
一
氏
の
妻
）

北
村
フ
ヂ
子
様

（
下
八
川
分
団
団
員

 

北
村　

春
之
氏
の
妻
）

伊
藤
幸
智
子
様

（
下
八
川
分
団
団
員

 

伊
藤　
　

豊
氏
の
妻
）

○
勤
続　

年
以
上
の 

１０

　
　
　
　
　
　
　

退
団
者

元
本
部
副
団
長　

今
井　

孝
明
様

元
伊
野
方
面
隊　

枝
川
分
団

 

分
団
長　

水
田　

健
二
様

元
吾
北
方
面
隊　

清
水
分
団

 

副
分
団
長　

片
岡　
　

守
様

元
吾
北
方
面
隊　

上
八
川
分
団

 

部
長　

伊
藤　

千
義
様

元
伊
野
方
面
隊　

枝
川
分
団

 

団
員　

阿
部　

新
一
様

元
伊
野
方
面
隊　

神
谷
分
団

 

団
員　

井
上　

秋
夫
様

元
本
川
方
面
隊　

本
川
第
２
分
団

 

団
員　

松
森　

明
廣
様

元
吾
北
方
面
隊　

上
八
川
分
団

 

団
員　

浅
川　

博
茂
様

元
伊
野
方
面
隊　

川
内
分
団

 

団
員　

竹
崎　

勝
豊
様

お知らせ

第　

回　

新
宇
治
川
放

１２
水
路
地
下
水
監
視
委
員

会
の
開
催
に
つ
い
て



３
広報いの　3月号

３
月
１
日（
木
）〜
７
日（
水
）

 

春
の
火
災
予
防
運
動

伊
野
方
面
隊　

住
宅
火
災　

１
件

「
消
さ
な
い
で　
あ
な
た
の 

心
の
注
意
の
火
」

春
の
火
災
予
防
運
動
始
ま
る

　

今
年
も
３
月
１
日（
木
）か
ら
７

日（
水
）ま
で
の
一
週
間
、全
国
一

斉
に
春
季
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
季
節
は
空
気
が
非
常
に
乾

燥
し
、
風
の
強
い
日
が
多
い
こ
と

か
ら
火
災
が
発
生
し
や
す
く
、
ま

た
一
旦
火
災
が
発
生
す
る
と
急
速

に
延
焼
拡
大
し
、
大
火
と
な
る
危

険
性
が
高
く
な
る
こ
と
か
ら
、
毎

年
こ
の
時
期
に
あ
ら
た
め
て
、
住

民
の
皆
様
に
「
火
の
用
心
」
に
対

す
る
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、

火
災
予
防
思
想
の
普
及
並
び
に
啓

発
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

＊
毎
年
建
物
火
災
に
よ
る
死
者

（
放
火
自
殺
を
除
く
）の
う
ち
、約

９
割
が
住
宅
火
災
に
よ
る
も
の

で
、特
に
高
齢
者
、幼
児
等
の
死
者

発
生
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
や
子
ど
も
の
生
活
す
る

部
屋
は
一
階
の
避
難
し
や
す
い
所

に
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
運
動
を
契
機
に
各
家
庭
各

職
場
の
火
を
使
用
す
る
設
備（
石

油
ス
ト
ー
ブ
等
）や
電
気
器
具
等
の

点
検
整
備
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を　　 

守
る　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

―
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
―

３
つ
の
習
慣　
　
　
　
　
　
　
　

・
寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策　
　
　
　
　
　
　
　

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
や
衣
類
へ
の
延
焼
を
防
ぐ
た

め
に
、防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
を
設
置

す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　伊野地区では、犬の登録及び狂犬病予防注射の集
団接種を下記の日程で行います。
　狂犬病予防法により、犬を飼い始めた人は登録
し、毎年一回狂犬病予防注射を接種する必要があり
ます。
※なお、吾北地区、本川地区についての日程は次号

でお知らせしますが、両地区の方も伊野地区にて

登録、注射ができます。

　

　・登録手数料（鑑札） 3,000円

　

　・再登録手数料（鑑札を紛失した時） 1,600円

　

　・注射料金 3,000円

場　　所時　間日　程

伊野公民館駐車場9：00～10：30

4月17日
（火）

すこやかセンター伊野駐車場10：45～11：45

八代農業構造改善センター13：30～14：10

枝川雨水ポンプ場14：30～15：30

場　　所時　間日　程

音竹浄水苑前ゲートボール場駐車場9：00～　9：30

4月18日
（水）

枝川コミュニティセンター10：00～11：30

天王コミュニティーセンター13：30～15：00

池ノ内コミュニティセンター15：30～16：15

場　　所時　間日　程

大内農村婦人の家9：30～10：00

4月24日
（火）

川内小学校10：10～10：50

波川公民館11：00～11：30

八田出張所駐車場13：30～14：30

伊野公民館駐車場15：00～15：50

場　　所時　間日　程

出来地集会所前9：20～　9：35

4月25日
（水）

県交北部交通柳瀬出張所9：50～　9：55

三瀬中学校駐車場10：10～10：25

勝賀瀬公民館10：40～11：10

勝賀瀬郵便局前11：20～11：40

鹿敷生活改善センター前13：30～14：00

神谷消防屯所前14：10～15：00

加田老人憩の家前15：10～15：30

場　　所時　間日　程

勝賀瀬郵便局前9：20～　9：25

5月20日
（日）

神谷消防屯所前9：40～　9：55

波川公民館10：25～11：00

伊野公民館駐車場11：15～12：00

枝川コミュニティセンター13：30～14：40

天王コミュニティーセンター15：00～16：30

3
月
の
消
防
団

行
事
予
定

１
月
の
災
害
等

出
動
状
況

平成19年度　伊野地区　犬の登録、狂犬病予防注射を実施



４
広報いの　3月号

　高知大学は、地域･企業・自治体・学校等の皆様と
様々な連携をさせていただいています。さらに地域
の活性化に向けまして「科学･技術相談（各種相談）」
を行っています。講師派遣や共同研究、新たな産
業・技術開発など幅広くお受けしていますので、ご
相談の方は、国際･地域連携センターにお問い合わ

せください。
�　問い合わせ

　国立大学法人高知大学
　国際･地域連携センター
　　担当　受田副学長・石塚助教授・池本課長補佐
　　� ８４４―８５５５

自衛隊幹部候補生（一般・技術・歯科・薬剤）予備自衛官補（一般及び技能公募）種　　目

20歳以上26歳未満の男女
（22歳未満の者は大卒（見込み含む））

（ただし、大学院卒は28歳、薬剤は26歳、歯科は30歳未満）

18歳以上34歳未満
（技能公募は保有する技能に応じ

18歳以上53～55歳）
資　　格

4月上旬～5月上旬1月中旬～4月上旬予定受　　付

5月下旬4月中旬予定1次試験

6月下旬2次試験

7月下旬～8月上旬（飛行要員のみ）3次試験

自衛隊幹部候補生学校で1年間学んだ後、自衛隊
幹部の3尉に任官し、部隊の指揮官・幕僚・教官・
パイロット・医官等として活躍します。防衛大や
防衛医大卒の幹部と同じ人事処遇を受けます。他
県での受験も可能です。

一般公募（後方地域での警備要員等）と技能公募
（語学要員・医療従事者・車両整備士等）があり、
所定の教育訓練修了後予備自衛官として任用され
ます。予備自衛官補は教育訓練を受ける義務のみ
（一般：50日／3年以内、技能：10日／2年以内）
を有し、防衛招集及び災害招集応招義務はありま
せん。

内　　容

�　問い合わせ

　自衛隊高知地方協力本部　募集案内所　� ８２３―２００６までお気軽にお問い合わせください。

�　手続先・持参する物

住所変更に必要なもの
（転出された方）廃車に必要なもの名義変更に必要なもの手　続　先車　種

・届出済証（検査証）

・新住所地の住民票

・所有者の印鑑

・届出済証（検査証）

・標識番号
　（ナンバープレート）

・所有者の印鑑

・届出済証（検査証）

・新所有者の住民票

・新・旧所有者の印鑑

軽自動車検査協会
　　� 842‐5734軽四輪自動車

高知運輸支局
� 050‐5540‐2077

軽二輪
（１２６～２５０㏄）
小型二輪

（２５１㏄以上）

・標識番号
　（ナンバープレート）

・所有者の印鑑
（新住所地で標識交付
を受けてください）

・標識番号
　（ナンバープレート）

・所有者の印鑑

・標識番号
　（ナンバープレート）

・譲渡証明

・新・旧所有者の印鑑

税務課
　　� 893‐1118
吾北総合支所住民課
　　� 867‐2300
本川総合支所住民課
　　� 869‐2112

原　　付
小型特殊

（１２５㏄以下）

　軽自動車税は、４月１日現在に登録されている方
が納税義務者となります。他の人に譲渡している場
合は名義変更の手続きを、いの町外に転出された場
合は標識番号の交換・住所変更の手続きをしてくだ
さい。
　

　紛失・盗難などにより物件がない場合でも廃車の
手続きをしないとそのまま課税されます。また、訪

問回収などに回収を依頼される場合も必ずナンバー

プレートを返却のうえ廃車の手続きが必要です。

　なお、車両の排気量により取り扱い場所が異なり
ます。下表を参照のうえ手続きをしてください。

　税務課だより　原動機付自転車などの廃車手続きは４月１日までに

高知大学とより一層の発展をしませんか

自衛官募集要項
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4月8日（日）投票日 

平成19年第16回統一地方選挙 

高知県議会議員選挙 
〈標語『あしたの一票』〉 

　　大切な一票。 
みんな、もれなく投票しよう！ 
投票日に投票できない方は、 
　期日前投票に行こう！ 

1．投票できる方
（１）昭和６２年４月９日以前に生まれた方で、

いの町へ平成１８年１２月２９日以前に住民登
録（届出）を行い、引き続き投票日も、い
の町内に居住している方。

（２）上記以外の方
ア．平成１８年１２月３０日以降に、いの町から県

内の市町村に転出（届出）し、転出先市町
村で投票日も引き続き居住している方に
ついては、「引き続き住所を有する証明
書」（各市町村で発行）を持参することで
投票することができます。（新しい住所地
での有権者としては投票できませんが、
旧住所地（いの町）の有権者として投票が
できます。）詳しい内容は選挙管理委員会
までお問い合わせください。

イ．平成１８年１２月３０日以降に高知県内の市町
村から、いの町に転入（届出）された方に
ついては、もと住んでおられた市町村の
有権者として、いの町で、不在者投票を
行うことができる場合がありますので、
詳しくは転入前の市町村選挙管理委員会
にお問い合わせください。

ウ．いの町に選挙権のある方で、平成１９年３
月２９日以降に町内間で転居（届出）された
方は、投票所入場券（３月３０日に発送予
定）に記載してある投票所（旧住所地）で
の投票となります。

2．期日前投票
　仕事や旅行、冠婚葬祭等の理由で、当日投
票所で投票できない方は、投票日前であって
も、当日投票所での投票と同じように投票を
行うことができます。
　※投票には、期日前投票所で配布する宣誓

書の提出が必要です。
　○期日前投票期間
　　３月３１日（土）～４月７日（土）
　　８時３０分～２０時００分
　※すこやかセンター伊野以外の期日前投票

所については、終了時間を繰上げる場合
がございますので、詳しい内容は選挙管
理委員会までお問い合わせください。

　○期日前投票場所
　　すこやかセンター伊野　中会議室
　　吾北総合支所　住民課
　　本川総合支所　住民課
問い合わせ
　いの町選挙管理委員会
　� 893‐1113　直通 893‐3817

（3月30日～4月7日まで）

　4月8日（日）は、高知県議会議員選挙の投票日です。

　　　　　　　○選挙区＝吾川郡（いの町、仁淀川町、春野町） 
　　　　　　　○定　数＝2名

この選挙は、これからの県政を託す私たちの代表を選ぶ重要な選挙です。
大切なあなたの一票です。棄権しないで投票しましょう。

なお、投票に関することについては、次のとおりとなっています。



広報いの　3月号
６

�人権擁護委員無料相談のご案内

開　催　場　所相談時間今月の相談日地区
伊 野 公 民 館１０時～１５時３月２２日（木）伊野
本川保健福祉センター１３時～１６時３月２２日（木）本川

�人権擁護委員の連絡先

電話番号住　　所氏　名

８９２－２５１３いの町６４６６－５杉本　寛子

８９２－１６６０　〃　神谷８７１尾闢　千秋

８９１－５４４３　〃　天王南３丁目９－１西川田鶴子

８９３－１７６９　〃　枝川２８１９楠瀬　博邦

８９２－３６３５　〃　波川６１０－３高瀬　科子

８６７－３２２４　〃　下八川丙６４４－１曽我　定子

８６９－２５００　〃　大森９１－１４岡林　瑞子

�法務局相談窓口・問い合わせ
（祝休日を除く月曜日から金曜日まで　受付８：３０～１７：００）

８９３－０３４３高知地方法務局いの支局（いの町１２９０－４）

ぐりぐらひろばからのお知らせ 
　親子が集える遊びの広場“ぐりぐらひろば”を、いの町
総合健康センターで平日開催しています。お気軽にお越
しください。
　各保育園に出向いて遊びの広場「てくてくひろば」も
行っています。

☆問い合わせ　ぐりぐらひろば　� 892－3151

てくてくひろばのご案内

3月8日（木）　天神保育園

（9：30～11：30）

《自由遊び》

※雨天の場合は室内遊び

　成年後見制度は、認知症、知的障害、精神障害等
で判断能力が十分でない方に代わり権利を守ろうと
するものです。後見人などが生活や療養看護、契約
などを担当する仕組みで、能力が衰える前にあらか
じめ後見人と契約を結ぶ任意後見と、家庭裁判所に
申し立てをして後見人を選任してもらう法廷後見が
あります。
　将来の自分のため、また家族のため勉強をしてみ
ませんか。質疑応答の時間も取っています。

�　日　　　　時　３月１０日（土）　１３時３０分～１６時
�　場　　　　所　すこやかセンター伊野
�　講　　　　師　高知県社会福祉士会長
　　　　　　　社会福祉士　上村　幸雄
�　参　加　費　無料
�　問い合わせ

　まごころ会会長　宇賀　末弘　� ８９１－６９０１

　医療保険のレセプト点検員を募集します。
�　対　象　者

　医療事務の経験のある方
�　点検期間

　平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日
（月１０日程度）

�　募集受付期間　
　３月１日（木）～３月１６日（金）　９時～１７時

（ただし土･日･祝日を除く。）
�　問い合わせ

　町民課　� ８９３－１１１７

　県では、県内の町村に在住する母子家庭のお母さ
んを対象に、自立を支援する事業を実施しています。
　就職に役立つ資格や技能の習得を目的とする各種
講座を受講する場合には、受講料を助成します。
　また、看護専門学校などで長期の教育訓練を受け
る場合は、生活費を支給します。

　助成にあたっては支給要件がありますので、下記
までお問い合わせください。
�　問い合わせ

　高知県中央西福祉保健所　　� ０８８９－２２－１２４７
　高知県健康福祉部こども課　� ８２３－９６５４

「成年後見制度学習会」のご案内

母子家庭の自立を支援します

レセプト点検員の募集について



広報いの　3月号
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3 ・ 4 月 の 保 健 行 事 予 定 表  
（３月１日～１０日の予定は、広報2月号をご覧ください。都合により変更する場合がありますのでご了承ください。） 

□乳幼児関係
時　間場　　所日　程内　　容

９：３０～１０：３０
天王コミュニティーセンター３／１４（水）

育児相談 すこやかセンター伊野３／２８（水）
枝川コミュニティセンター４／４（水）

Ｈ１８．７．２６～Ｈ１８．９．２２生１３：００～１４：００すこやかセンター伊野３／２２（木）７か月児健診

□献血
時　間場　所日　程

１０：００～１１：００吾北中央公民館
３／１６（金）

１３：１５～１５：００吾北山村開発センター

９：３０～１０：３０すこやかセンター伊野
３／２３（金） １２：３０～１４：００さくら病院

１５：００～１６：３０関田病院

　尾根伝いに咲き誇るアセビや新緑、南に広がる太
平洋方面の遠景を満喫しながらの県立自然公園・陣
ケ森東西約5.1㎞のコースをご家族、ご友人の方々と
一緒にハイキングしてみませんか。
�　日　　　　　　時　
　４月１５日（日）　　雨天中止
　　９時　　　　　吾北中央公民館に集合（受付）
　　９時３０分　　　陣ケ森へ向けて出発

�　参　加　費　　中学生以上　１，０００円
�　募 集 人 員　　１００名
�　申 込 期 限　
　４月３日まで

（申し込みが定員になり次第締め切ります。）　
�　申込・問い合わせ

　吾北総合支所地域振興課　� ８６７－２３１４

　日本一大きいヤブツバキ（通称シャクジョウカタ
シ）が、いの町上八川柿薮にあります。
　今年もこの木の下で、「吾北カタシの花祭り」を開
催します。地元住民の手づくり行事です。春風に吹
かれながらのんびりとお過ごしください。

�　日　　　　　　時　３月２５日（日）　１１時～１５時
�　場　　　所　上東小（休校）周辺
　
　

�　内　　　容

　①郷土芸能
　　吾北清流太鼓など
　②カタシの下で音楽会
　　ラスティックパンズライブ
　　（ドラム缶からできた楽器スティールパンの演奏）
　③ふるさとの味の販売等
�　主　　　催　上東を愛する会
�　問い合わせ　
　㈱吾北生コン内　筒井　茂位　　� ８６７－２３０６

第11回　吾北・カタシの花祭り開催

「第20回　陣ケ森を歩こう会」参加者募集

　４月１日（日）は、「加茂山の日」です。山桜の咲く
春の「加茂山」に大勢の方が登って楽しく一日を過
ごしましょう。地域の方々や各種団体のご協力のも
と、いろいろな催しを企画しています。老若男女を

問わず、多くの皆様のご参加をお待ちしています。
　当日は、山頂で１１時開会です。お弁当を持って、
みんなで加茂山での春を満喫しましょう。
�　問い合わせ　
　加茂山に親しむ会 � ８９３－０４８５（次田）
 � ８９２－０５８８（吉良）

加茂山に集まろう！



８
広報いの　3月号

　

現
在
、社
会
保
険
庁
で
は
、年
金

を
請
求
す
る
方
の
利
便
性
の
向
上

や
請
求
漏
れ
防
止
の
た
め
、年
金

の
加
入
記
録
等
を
あ
ら
か
じ
め
印

字
し
た
老
齢
年
金
の「
裁
定
請
求

書
」を
、年
金
支
給
開
始
年
齢
の
約

３
カ
月
前
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

《
送
付
対
象
者
》

○　

歳
の
３
カ
月
前
に
送
付
さ
れ

６０る
方

　

・　

歳
に
特
別
支
給
の
老
齢
厚

６０生
年
金
の
受
給
権
が
発
生
す

る
方
（
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
が
確
認
で
き
、
厚
生

年
金
保
険
の
加
入
期
間
が　
１２

カ
月
以
上
あ
る
方
）

　

※　

歳
に
な
っ
た
後
に
受
給
権

６０が
発
生
す
る
方
や
、
社
会
保

険
庁
が
管
理
し
て
い
る
年
金

加
入
記
録
の
み
で
は
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
資
格
が
確
認

で
き
な
い
方
は
、「
年
金
に
関

す
る
お
知
ら
せ
」（
は
が
き
）

が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、お

近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
で

加
入
期
間
及
び
受
給
資
格
の

確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○　

歳
の
３
カ
月
前
に
送
付
さ
れ

６５る
方

　

・　

歳
に
初
め
て
老
齢
年
金
の

６５受
給
権
が
発
生
す
る
方（
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
が

確
認
で
き
た
方
の
う
ち
、加
入

期
間
が
国
民
年
金
の
み
の
方

及
び
厚
生
年
金
保
険
の
加
入

期
間
が　

カ
月
未
満
の
方
）

１２

　

・　

歳
に
な
る
前
に
特
別
支
給

６５の
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
権

が
発
生
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
年
金
の
請
求
を
さ

れ
て
い
な
い
方

《
裁
定
請
求
書
が
届
い
た
ら
…
》

　

請
求
書
に
印
字
さ
れ
て
い
る
年

金
の
加
入
記
録
等
を
ご
確
認
の
う

え
、
間
違
い
が
な
け
れ
ば
、
必
要

事
項
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
請
求
書
の
提
出
及
び
戸

籍
・
住
民
票
等
の
準
備
は
、
受
給

権
発
生
日
（
お
誕
生
日
の
前
日
）

よ
り
後
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
０
５

７
０
―
０
５
― 
１  
１  
６  
５ 
ま
た
は

イ 

イ 
ロ
ウ 
ゴ

お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
年
金
請
求
な
ど
の
年
金
相
談

　

０
５
７
０
―
０
５
― 
１  
１  
６  
５ 

イ 

イ 
ロ
ウ 
ゴ

○
年
金
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
の

年
金
相
談

　

０
５
７
０
―
０
７
― 
１  
１  
６  
５ 

イ 

イ 
ロ
ウ 
ゴ

《
受
付
時
間
》

　

８
時　

分
か
ら　

時
ま
で

３０

１７

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

＊「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」は
、全
国

の
年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
等

の
う
ち
、回
線
の
空
い
て
い
る
と

こ
ろ
に
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。

＊
通
話
料
金
は
一
般
の
固
定
電
話

の
場
合
、
接
続
先
に
か
か
わ
ら

ず
市
内
通
話
料
金
で
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

＊
電
話
機
の
設
定
、ひ
か
り
電
話
な

ど
の
Ｉ
Ｐ
電
話
、及
び
Ｐ
Ｈ
Ｓ
な

ど
電
話
機
に
よ
っ
て
は
ご
利
用
に

な
れ
ま
せ
ん
。お
手
数
で
す
が
、他

の
電
話
機
で
お
か
け
直
し
い
た
だ

く
か
、最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務

所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
平
常
日
の
年
金
相
談
は
、　

時
１０

　

分
頃
か
ら　

時
の
時
間
帯
が

３０

１５

一
番
混
雑
し
て
お
り
ま
す
。な

る
べ
く
、そ
の
時
間
帯
を
避
け

て
相
談
に
お
い
で
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
始

業
時
の
８
時　

分
か
ら　

時
頃

３０

１０

ま
で
と
、　

時
以
降
が
、比
較
的

１６

に
空
い
て
い
ま
す
の
で
そ
の
時

間
帯
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。）

　
○
年
金
相
談
の
受
付
時
間
延
長

　

３
月　

日（
月
）は
、
県
内
４
つ

１２

の
社
会
保
険
事
務
所
で
、
年
金
相

談
の
受
付
時
間
を　

時
ま
で
延
長

１９

し
て
い
ま
す
。

　
○
第
２
土
曜
日
は
年
金
相
談
日

　

３
月　

日（
土
）は
、
県
内
４
つ

１０

の
社
会
保
険
事
務
所
で
、
９
時　
３０

分
か
ら　

時
ま
で
年
金
相
談
を

１６

行
っ
て
い
ま
す
。

　

通
常
よ
り
混
雑
も
少
な
い
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ

　

高
知
西
社
会
保
険
事
務
所

 

� 
８
７
５
―
１
７
１
７ 

・
写
真
は
、
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
拡
大

後
、
防
水
処
理
を
し
ま
す
。

・
イ
ベ
ン
ト
後
に
は
、
写
真
と
こ

い
の
ぼ
り
を
各
ご
家
庭
や
グ

ル
ー
プ
に
郵
送
し
ま
す
。

・
遊
泳
期
間
は
５
月
３
日（
木
）〜

５
月
５
日（
土
）（
予
定
）で
す
。

参
加
募
集
期
間

　

３
月
１
日（
木
）

 

〜
４
月　

日（
金
）

２０

参
加
募
集
数

　
　

ｍ
を　

匹（
先
着
順
）

１．５

２００

参
加
料　

１
匹
３　　
８
０
０
円

　，

申
込
方
法

　

参
加
料
と
写
真
を
ご
持
参
の
う

え
産
業
経
済
課
ま
で
お
持
ち
く
だ

さ
る
か
、
現
金
書
留
で
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

産
業
経
済
課

 

� 
８
９
３
―
１
１
１
５

　
5
月
4
日（
金
）・
5
日（
土
）

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト 

参
加
者
募
集　
　
　

　
募
集
期
間　

４
月　

日（
火
）

１０

　
出　
店　
料　

１　
０
０
０
円

　，

　
申
し
込
み　

い
の
町
商
工
会

� 
８
９
２
―
０
４
７
４　

　
だ
よ
り 

国
民
年
金 

お知らせ

老
齢
年
金
の

「
裁
定
請
求
書
」が

送
付
さ
れ
ま
す

お知らせ

年
金
の
お
問
い
合
わ
せ

は
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
」
へ
！

募　　集

写
真
入
り
こ
い
の
ぼ
り（
空

中
遊
泳
）の
参
加
者
募
集

お知らせ

休
日
・
時
間
外

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

（
3
月
）



９
広報いの　3月号

　

野
鳥
が
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
っ
た
場
合
、同
じ
種
類
の
鳥
が

次
々
に
死
ん
で
い
く
こ
と
が
知
ら

れ
て
お
り
、大
量
死
亡
や
原
因
が

わ
か
ら
な
い
ま
ま
死
ん
で
い
る
こ

と
が
な
い
限
り
、鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
を
心
配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。野
鳥
の
大
量
死
亡
や
原
因
が

わ
か
ら
な
い
ま
ま
連
続
し
て
死
ん

で
い
る
場
合
に
は
、市
町
村
や
家
畜

衛
生
所
、保
健
所
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。死
亡
し
た
鳥
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
け
な
い
場
合
は
、ビ
ニ
ー
ル

袋
に
入
れ
て
き
ち
ん
と
封
を
し
て

廃
棄
物（
一
般
の
ご
み
）と
し
て
処

分
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。な
お
、

そ
の
際
に
は
、ビ
ニ
ー
ル
袋
で
包
む

な
ど
素
手
で
触
ら
な
い
よ
う
に
す

る
と
と
も
に
、処
理
を
行
っ
た
後
に

は
手
洗
い
、う
が
い
を
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、鳥
小
屋
等
の
消
毒
に
は

「
逆
性
石
け
ん
」と
呼
ば
れ
る
一
般

の
薬
局
等
で
販
売
さ
れ
て
い
る
消

毒
薬
が
効
果
的
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

産
業
経
済
課

 

� 
８
９
３
―
１
１
１
５

　

環
境
課

 

� 
８
９
３
―
１
１
６
０

　

家
庭
よ
り
排
出
さ
れ
る
、
ご
み

の
野
外
焼
却（
野
焼
き
）は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
の
ご
み
は
、
い
の
町

指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て
、
決
め
ら

れ
た
収
集
日
の
８
時
ま
で
に
地
区

内
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
等
は
、
ば
い

煙
や
悪
臭
だ
け
で
な
く
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
物
質
を
発
生

さ
せ
る
原
因
と
な
る
の
で
焼
却
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
例
外

事
項
で
あ
っ
て
も
、
周
辺
住
民
に

支
障
が
あ
る
場
合
に
は
改
善
を
、

指
導
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

道
路
脇
や
河
川
な
ど
に
捨
て
ら

れ
て
い
る
ご
み
は
、
悪
臭
な
ど
環

境
に
悪
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
な

く
、
不
快
感
や
周
辺
へ
の
景
観
に

も
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

不
法
投
棄
を
し
た
者
に
は
、
廃

棄
物
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
に
よ
り
「
５
年
以
下
の
懲
役
若

し
く
は
一
千
万
円
以
下
の
罰
金
」

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

昨
年
に
は
、
数
名
の
不
法
投
棄

者
が
、
い
の
警
察
署
で
摘
発
さ
れ

法
律
に
よ
る
処
分（
罰
金
刑
）が
科

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
住
む
い
の
町
の
景
観

と
環
境
を
守
る
た
め
、
キ
ャ
ン
プ

な
ど
屋
外
で
の
ご
み
は
必
ず
持
ち

帰
り
、
家
庭
の
ご
み
と
一
緒
に
分

別
、
収
集
日
程
を
守
り
、
地
区
内

の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
ま

し
ょ
う
。

　
問
い
合
わ
せ

　

環
境
課

 

� 
８
９
３
―
１
１
６
０

お知らせ

野
焼
き
は

　

止
め
ま
し
ょ
う
！

お知らせ

不
法
投
棄
は犯

罪
で
す

お知らせ

野
鳥
が
死
ん
で
い
る

の
を
見
つ
け
た
場
合

平成19年度　 国家公務員採用試験日程
【大学卒業程度】

第1次試験日申込受付期間試験の種類
4月29日（日）4月2日（月）～4月9日（月）国 家 公 務 員 採 用 Ⅰ 種 試 験
6月17日（日）4月13日（金）～4月24日（火）国 家 公 務 員 採 用 Ⅱ 種 試 験

6月10日（日）4月2日（月）～4月13日（金）
国 税 専 門 官 採 用 試 験
労 働 基 準 監 督 官 採 用 試 験
法 務 教 官 採 用 試 験

9月30日（日）7月24日（火）～8月7日（火）航 空 管 制 官 採 用 試 験

【高校卒業程度】
5月20日（日）4月2日（月）～4月9日（月）海上保安学校学生採用試験（特別）
9月9日（日）6月26日（火）～7月3日（火）国 家 公 務 員 採 用 Ⅲ 種 試 験
9月23日（日）

7月24日（火）～8月7日（火）

刑 務 官 採 用 試 験

9月30日（日）

入 国 警 備 官 採 用 試 験
皇 宮 護 衛 官 採 用 試 験
航 空 保 安 大 学 校 学 生 採 用 試 験
海 上 保 安 学 校 学 生 採 用 試 験

11月3日（土）
11月4日（日）8月30日（木）～9月11日（火）

海 上 保 安 大 学 校 学 生 採 用 試 験
気 象 大 学 校 学 生 採 用 試 験

　　　問い合わせ　人事院四国事務局　第二課試験係　� （087）831－4765
　　　　　　　　　〔人事院ホームページ　http://www.jinji.go.jp/〕
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職 員 給 与 等 の 公 表  
　いの町職員の給与及び定員管理等の状況について、次のとおり公表します。 

2　職員の平均給与月額、初任給等の状況

①一般行政職
平均給与月額平均給料月額平均年齢区　分
343,371円

316,377円41.9歳いの町
333,114円
381,212円328,477円40.4歳国
377,087円

331,035円43.0歳町村平均
362,231円

（1）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成18年4月1日現在）
③医　療　職（一）

平均給与月額平均給料月額平均年齢区　分
1,188,215円

503,588円48.9歳いの町
604,421円
713,939円483,409円46.0歳国

②技能労務職
平均給与月額平均給料月額平均年齢区　分
280,788円267,000円47.5歳いの町
318,595円286,500円48.4歳国
323,705円―52.7歳民間事業者平均

（注）１　「平均給料月額」とは、平成18年4月1日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。
　　２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したものです。

このうち、上段はこれらすべての諸手当込みのものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものです。
　　　　　また、下段は国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれていないことから、比較のため国家公務員

と同じベースで再計算したものです。

（2）職員の初任給等の状況（平成18年4月1日現在）
国い　　の　　町

区　　分
2年後の給料初　任　給2年後の給料初　任　給
Ⅰ種196,200円Ⅰ種183,800円

183,800円170,200円大　学　卒
一般行政職

Ⅱ種182,200円Ⅱ種170,200円
　　162,300円　　151,000円164,900円151,000円短　大　卒
　　146,700円　　138,400円148,000円138,400円高　校　卒
　　143,900円　　135,600円148,000円138,400円高　校　卒技能労務職

――322,200円235,200円大　学　卒医療職（一）
――188,800円176,100円大　学　卒

医療職（二）
――182,400円165,000円短　三　卒
――201,600円186,700円短　三　卒

医療職（三）
――162,900円151,500円准看護師養成所

⑤医　療　職（三）
平均給与月額平均給料月額平均年齢区　分
336,830円

279,236円38.4歳いの町
305,394円
325,290円292,549円37.6歳国

④医　療　職（二）
平均給与月額平均給料月額平均年齢区　分
349,353円

306,356円44.3歳いの町
338,891円
370,906円324,544円42.3歳国

1　総　括
（1）人件費の状況（普通会計決算）

平成16年度の人件費率人件比率（Ｂ／Ａ）人件費（Ｂ）実質収支歳出額（Ａ）住民基本台帳人口（平成１７年度末）区　分
14.9％16.0％2,246,658千円105,011千円14,030,230千円28,278人平成17年度

（3）給与の抑制措置の状況
　　なし

（2）職員給与費の状況（一般会計予算）
一人あたり給与費
（Ｂ／Ａ）

給　　与　　費
職員数（Ａ）区　分

計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給　　料
5,555千円1,538,731千円421,417千円84,871千円1,032,443千円277名平成18年度

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。　　２　給与費は当初予算に計上された額です。

（4）ラスパイレス指数の状況
平成18年区　分
92.2いの町
93.5町村平均

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与
水準を100とした場合の地方公務員の給
与水準を示す指数のことです。
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（3）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成18年4月1日現在）
経験年数20年経験年数15年経験年数10年区　　分
345,200円290,600円252,600円大　学　卒

一般行政職
290,600円252,600円205,000円高　校　卒
290,600円252,600円205,000円高　校　卒技能労務職
510,300円478,900円433,400円大　学　卒医療職（一）
317,000円287,300円252,800円大　学　卒

医療職（二）
311,700円280,500円246,000円短　三　卒
312,300円282,800円251,400円短　三　卒

医療職（三）
288,900円257,400円227,100円准看護師養成所

3　一般行政職の級別職員数等の状況

（1）一般行政職の級別職員数の状況（平成18年4月1日現在）
構　成　比職　員　数標準的な職務内容区　分
8.4％16人主事及び技師又はこれに相当する職（2級を除く。）1　級
20.9％40人主事及び技師又はこれに相当する職（1級を除く。）2　級

25.7％49人
主監及び技監並びに主任又はこれに相当する職（4級を除く。）
係長又はこれに相当する職（4級を除く。）
主幹及び技幹又はこれに相当する職

3　級

16.8％32人
課長補佐（5級を除く。）又は主監、技監及び主任若しくはこれ
に相当する職（3級を除く。）
係長又はこれに相当する職（3級を除く。）

4　級

14.1％27人課長補佐（4級を除く。）又は副参事及び技査若しくはこれに相
当する職5　級

14.1％27人理事、課長、参事又はこれに相当する職6　級

（2）昇給期間の短縮の状況
一般行政職区　分
191人職員数（Ａ）

平成17年度 36人普通昇給期間を短縮して昇給した職員数（Ｂ）
18.8％比率（Ｂ／Ａ）

なし
職員数（Ａ）

平成16年度 普通昇給期間を短縮して昇給した職員数（Ｂ）
比率（Ｂ／Ａ）

4　職員の手当の状況
（1）期末手当・勤勉手当

国い　の　町
　

勤勉手当
　1.45　月分
（0.75）月分

（平成17年度支給割合）
期末手当
　3.00　月分
（1.60）月分

　
勤勉手当
　1.45　月分
（0.75）月分

（平成17年度支給割合）
期末手当
　3.00　月分
（1.60）月分

（加算措置の状況）
　職制上の段階、職務の級等による加算措置
　　・役職加算　　　5％～20％
　　・管理職加算　10％～25％

（加算措置の状況）
　職制上の段階、職務の級等による加算措置
　　・役職加算　5％～15％

（注）　（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

（2）退職手当
国い　の　町

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 23.50月分 30.55月分
勤続25年 33.50月分 41.34月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
その他の加算措置 定年前早期退職特例措置
 （2％～20％加算）

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 23.50月分 30.55月分
勤続25年 33.50月分 41.34月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
その他の加算措置 定年前早期退職特例措置
 （2％～20％加算）
1人当たり平均支給額
（平成17年度） 2,305千円 22,881千円
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（5）その他の手当（平成18年4月1日現在）
支給職員1人当たり
平均支給年額

(平成17年度決算)

支給実績
(平成17年度決算)

国の制度
との異同内容及び支給単価手　当　名

――異医療職　52,500円～268,500円
研究者等2,500円初任給調整手当

418千円　13,391千円異管理職　給料月額の6～16％管 理 職 手 当

180千円　41,644千円同

配偶者　13,000円
配偶者以外の扶養親族　2人目まで1人6,000円
扶養親族でない配偶者がある場合の扶養親族　1人目6,500円
配偶者のない職員の扶養親族　1人目11,000円
その他の扶養親族　1人5,000円
16歳～22歳の子　1人5,000円加算

扶 養 手 当

127千円　27,201千円異

借家の場合
　　家賃12,000円を超える場合、家賃に応じて27,000円を
限度に支給

自宅居住者
　　1,000円(新築又は購入から5年間は2,500円)

住 居 手 当

72千円29,840千円同
交通機関等利用者　55,000円までは全額支給
交通用具使用者　　片道2㎞以上で、使用距離に応じ、
　　　　　　　　　2,000円～24,500円を支給

通 勤 手 当

21千円　　584千円同100分の135休 日 勤 務 手 当
115千円　13,732千円同100分の25夜 間 勤 務 手 当

243千円　13,138千円異

一般の宿日直　4,200円
病院事業の職員　7,500円
病院事業の看護師、准看護師　8,800円
医師　20,000円

宿 日 直 手 当

25千円　　564千円異管理職　勤務1回につき8,000円管理職員特別勤務手当

――異
 本川国民健康保険診療所に勤務する医師　給料月額、給料調整
額及び扶養手当の月額の合計額に100分の11を乗じて得た額
を支給

地 域 手 当

――異
 本川国民健康保険診療所に勤務する医師　給料月額、給料調整
額及び扶養手当の月額の合計額に100分の3を乗じて得た額及
び100分の5を乗じて得た額を支給

特地勤務手当等

――異 本川国民健康保険診療所に勤務する医師　月額5万円研 究 研 修 手 当
――異 本川国民健康保険診療所に勤務する医師　月額3万円施 設 管 理 手 当

（4）時間外勤務手当
54,750千円支給実績（平成17年度決算）
133千円職員1人当たり平均支給年額（平成17年度決算）

59,388千円支給実績（平成16年度決算）
294千円職員1人当たり平均支給年額（平成16年度決算）

支給額手当を受ける者の範囲種　別
当該寄宿舎での宿泊1回につき、500円中学校寄宿舎に勤務する寮母中学校寄宿舎勤務手当
月額15,000円（総看護師長）
月額8,000円（看護師長）月額4,000円
（主任（行政職を除く））

 病院事業に従事する総看護師長、看護師長及び主任
（行政職を除く。）職務手当

月額176,800円～540,900円病院事業に従事する医師医師手当
月額6,000円病院事業に従事する理学療法士理学療法士手当

月額2,500円（診療放射線技師、診療
エックス線技師）
月額1,500円（臨床検査技師、衛生検査
技師、検査助手、放射線助手）

 病院事業に従事する診療放射線技師、診療エックス線技師、臨床
検査技師、衛生検査技師、検査助手、放射線助手危険手当

勤務1回につき1,600円～6,800円病院事業に従事する助産師、看護師、准看護師等夜間看護手当

1回につき4,000円病院事業に従事する医師（当直医師の補完のため待機する場合）拘束手当

1回につき800円病院事業に従事する調理員（午前5時より勤務する場合）特別勤務手当
日額800円感染症防疫作業をする職員感染症防疫作業手当
日額1,000円水害時に水中作業に従事する職員水害時水中作業手当
1体につき1,000円死体を処理する職員（病院に勤務する職員を除く。）死体処理手当
1匹につき500円死亡犬又は死亡猫を処理する職員死亡犬死亡猫処理手当

（3）特殊勤務手当（平成18年4月1日現在）
全職種区　　　分
34,946千円支給実績（平成17年度決算）
168千円職員1人当たり支給年額（平成17年度決算）
39.2％職員全体に占める手当支給職員の割合（平成17年度）
12種類手当の種類（手当数）



１３
広報いの　3月号

5　特別職の報酬等の状況（平成18年4月1日現在）
給　料　月　額　等区　　分

780,000円
650,000円
610,000円

町 長
助 役
収 入 役

給　　料

305,000円
237,000円
214,000円

議 長
副 議 長
議 員

報　　酬

（平成17年度支給割合）　　3.00月分町長・助役・収入役
期末手当

（平成17年度支給割合）　　3.00月分議長・副議長・議員
　　　　（算定方式） （支給時期）
給料月額×5×在職年数 任期毎
給料月額×3×在職年数 任期毎
給料月額×2.7×在職年数 任期毎

町 長
助 役
収 入 役

退職手当

6　職員数の状況

（2）年齢別職員構成の状況
（平成18年4月1日現在）

職　員　数区　　分
13人23歳未満
36人24歳～27歳
62人28歳～31歳
68人32歳～35歳
44人36歳～39歳
44人40歳～43歳
60人44歳～47歳
77人48歳～51歳
63人52歳～55歳
49人56歳～以上　
516人計

（1）部門別職員数の状況と主な増減理由
（各年4月1日現在　単位:人）

主な増減理由対前年
増減数

職　員　数区　　分
部　　門 平成18年平成17年

22議 会

一般行政部門

業務の見直し△85159総 務
業務増11514税 務

6565民 生
在宅介護支援センター等へ△32427衛 生
業務の見直し△12324農林水産

44商 工
業務の見直し△22426土 木

△13208221小 計
5252教 育

特別行政部門
5252小 計

欠員不補充等△3124127病 院

公営企業等
部 門

55水 道
44下 水 道

地域包括支援センター設置等3123120そ の 他
256256小 計

△13516529合　　計

（注）１　職員数は一般職に属する職員数です。
　　２　［　］内は、条例定数の合計です。

（3）定員適正化計画の数値目標及び進捗状況
　合併協議により、合併後10年間で36名削減の方針が出されており、この方針に沿って定員の適正化を進めます。
　

定員適正化計画（再任用職員を除く）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

採用－退職退　職採　用
職員数（各年4月1日現在）

年　度
計仁 淀 病 院仁淀病院以外

　△412　8529178351平 成 1 7 年 度
　　3　2　5522178344平 成 1 8 年 度
　△3　5　2522178344平 成 1 9 年 度
　△4　6　2519178341平 成 2 0 年 度
△1214　2515178337平 成 2 1 年 度
△1013　3504178326平 成 2 2 年 度
　△110　9500178322平 成 2 3 年 度
　△312　9499178321平 成 2 4 年 度
　△110　9496178318平 成 2 5 年 度
　△312　9495178317平 成 2 6 年 度

10493178315平 成 2 7 年 度
9660△36△36合　計

定員適正化計画の進捗状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

採用－退職退　職採　用
職員数（各年4月1日現在）

年　度
計仁 淀 病 院仁淀病院以外

　△918　9529178351平 成 1 7 年 度
516176340平 成 1 8 年 度
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3 月 ・ 4 月 の 催 し 物 

 

○福岡ひろみ・山闢幸・西川ツヨ子・
梨千春・朝田種　春うらら、もの
つくり仲間展

　２月２４日（土）～３月１１日（日）
　朝田種さんと手作り仲間たちの展
示会。木工やかずら籠、ガラスアク
セサリーなど３００点余を展示販売。

○幽玄の世界、土佐和紙と光と影と
平家物語が語る合戦絵巻

　友草正親・蔵野双門二人展
　２月２４日（土）～３月２５日（日）
　手漉き職人友草正親さんが漉いた
最大３.７ｍの巨大和紙に凧作家蔵
野双門さんが描いた平家物語の合
戦絵巻を展示。柔らかな灯りの中
で和紙がかもしだす「光と影」幽
玄の世界にご案内。

○川瀬巴水木版画展
　２月２４日（土）～３月２５日（日）
　大正から昭和にかけて活躍した風
景版画の絵師、川瀬巴水の版画展
を開催。木版画を中心に５０点余を
展示。

○第５回竹内芳雄遊彩展
　３月１４日（水）～３月２５日（日）
　俳画、ボールペン画、水彩画、油

彩画等の作品。額装、軸装あわせ
て４０点余展示。

○第７５回日本版画協会巡回展
　４月１日（日）～４月２２日（日）
　日本版画協会の巡回展を開催。版
画協会が選抜し、額装した作品８０
点余を展示。

 

○伊野の漉き人たちⅡ
　２月２３日（金）～３月４日（日）
　紙の町いの町で、手すき和紙作り
に魅せられ、熱心に取り組んでい
る若き職人たちの展示会。職人た
ちがこだわりや情熱を注いで作っ
た作品、３００点余を展示販売。

○和布の洋服と小物展
　３月６日（火）～３月８日（木）
　土佐市の浪漫堂の展示会。久留米
絣や大島紬など、日本古来の素材
をいかして作ったジャケットやス
カート、ワンピース等、５００点余を
展示販売。

○ハンドメイドパーティーⅤ
　３月１５日（木）～３月１８日（日）
　手づくりの好きな仲間が、それぞ
れ得意なモチーフで作った、パッ
チワークの袋や、刺繍入りの入園
入学グッズ、エプロンや人形等、
３００点余を展示販売。その他、い
の町在住の町田尚二郎さんの陶
芸、吉良修さんの木工品、パンや
クッキー等もお楽しみください。

○今はふふ。ちょい遊び展
　３月２１日（水）～３月２５日（日）
　高知市の花手毬の展示会。日々の
暮らしを楽しく気持ちを和らげる
品々を揃えました。手作りの洋
服、和洋の小物、古布人形、着物
や帯など８００点余を展示販売。

○和風手作り展
　３月３１日（土）～４月４日（水）
　高知市の手作りハウス遊結の展示
会。趣味で集めた古布をいかして
洋服や袋物等を作りました。その
他インテリア雑貨、骨董品等合わ
せて５００点余展示販売。

○第１回手づくり展
　４月６日（金）～４月９日（月）
　佐川町の自然のもの手作り会の展
示会。自然石や研磨石、つる籠、
竹細工、盆栽、草履手芸など３００点
余を展示販売。

○紬の洋服・生活骨董展
　４月１１日（水）～４月１５日（日）
　昔のものを今にいかし伝えていき
たいと展示会を開きました。京都
の栗林さんは古布や紬をいかして
作った洋服、春夏バージョンの
ジャケットやスカートなどを展
示。松山の「ももたろう」は時代
箪笥や昔着物、生活骨董品など合
わせて３００点余を展示販売。

 い
の
町
天
王
南
４
丁
目
９
―
９

　

田
中
幹
人
様
か
ら

　

故
田
中
良
子
様
香
典
返
し
と

し
て
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

国
民
健
康
保
険
仁
淀
病
院

　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
の
町
大
内
１
２
３
９
番
地
３

　

山
闢
君
江
様
か
ら

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
偕
楽

荘
の
た
め
に
、
多
額
の
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

偕
楽
荘

　

伊
野
南
中
学
校
生
徒
に
よ
る

不
法
投
棄
防
止
看
板
が
、
１
月

　

日
に
八
田
処
分
場
西
側
の
町

２４道
沿
い
に
設
置
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

環
境
課

　

紙
上
を
も
ち
ま
し
て
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お　

礼
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い
の
流
水
俳
壇　

松
尾　

満
津
於
選

「
当
季
雑
詠
」

留
守
の
家
切
り
干
し
大
根
乾
き
を
り

 

片
岡　

包
女

（
評
）「
俳
句
」と
は
人
に
非
ら
ず
の
句
と
書
く

が
、人
が
入
ら
な
け
れ
ば
句
は
語
れ
な
い
。直
接

に
人
を
出
さ
ず
、言
葉
の
裏
に
人
を
含
め
る
と

こ
ろ
に
句
の
妙
味
が
あ
る
。こ
の
句
、直
接
に
は

過
疎
を
云
わ
ず
に
過
疎
の
情
景
が
詠
ま
れ
て
い

る
。上
五
の
留
守
の
家
は
恐
ら
く
住
人
不
在
の

空
家
で
あ
ろ
う
。情
景
を
あ
れ
こ
れ
詮
索
す
る

の
は
さ
み
し
い
が
、そ
れ
が
ふ
る
里
の
実
体
で

あ
り
、ど
う
し
よ
う
も
な
い
現
実
で
あ
る
。む
か

し
か
ら
の
仕
来
り
に
し
た
が
っ
て
、切
り
干
し

大
根
が
軒
に
吊
さ
れ
乾
い
て
い
る
ふ
る
里
の
姿

が
、適
切
な
表
現
を
用
い
て
描
写
さ
れ
た
佳
句

で
あ
る
。

　
厨
窓
小
鳥
来
た
る
を
目
で
合
図

 

植
田　

紀
子

（
評
）台
所
の
窓
に
小
鳥
が
来
て
い
る
。特
に
時

刻
の
限
定
は
な
い
が
、朝
の
情
景
で
あ
ろ
う
。傍

ら
に
居
る
誰
彼
に
小
鳥
が
驚
か
な
い
よ
う
に
目

で
合
図
す
る
。女
性
に
ふ
さ
わ
し
い
繊
細
さ
が

滲
み
出
た
巧
み
な
表
現
で
あ
る
。そ
の
こ
と
を

頭
で
こ
な
さ
ず
、見
た
ま
ま
、現
状
の
そ
の
ま
ま

を
提
供
出
来
た
の
が
、俳
句
の
技
量
の
冴
え
と

い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
初
孫
を
抱
き
て
泣
か
れ
し
師
走
か
な

 

小
島　
　

良

（
評
）初
孫
で
あ
る
か
ら
抱
い
た
祖
母
も
ま
だ
ま

だ
年
は
老
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。自
分
の
子

を
育
て
た
経
験
と
自
信
が
あ
る
。何
か
と
多
忙

な
年
の
瀬
、親
に
代
わ
っ
て
、子
守
り
を
買
っ
て

出
て
、孫
に
泣
か
れ
た
の
で
あ
る
。幼
児
と
雖
も

生
理
的
な
感
覚
は
芽
生
え
て
お
り
、作
者
の
気

付
か
な
い
年
輪
の
差
、肌
の
温
か
さ
の
違
い
を

感
じ
と
っ
た
で
あ
ろ
う
。初
孫
小
さ
く
て
も
人

の
子
、年
移
る
師
走
、人
も
自
然
も
静
止
す
る
こ

と
は
な
い
。

　
老
犬
の
傍
に
湯
た
ん
ぽ
深
ね
む
り

 

津
田　

久
美

（
評
）犬
は
動
作
が
俊
敏
で
、人
の
心
に
通
じ
飼
い

主
を
絶
対
に
裏
切
る
こ
と
の
な
い
ペッ
ト
で
あ
る
。

老
犬
と
も
な
れ
ば
、そ
の
動
作
に
多
少
の
横
柄
が

出
る
。湯
た
ん
ぽ
に
人
工
的
な
色
感
が
漂
っ
て
見

え
、寒
気
の
中
で
の
ペッ
ト
と
人
と
の
関
係
が
、か
が

や
い
て
見
え
る
。

　
一
筋
の
光
流
る
る
枯
野
道

 

岡
本
と
も
子

（
評
）「
一
筋
の
光
」は
枯
野
に
沿
っ
て
流
れ
る
小

渓
で
あ
る
。情
景
の
説
明
は
読
者
に 
委 
ね
る
べ
き

ゆ
だ

で
、本
意
で
は
な
い
が
、枯
野
道
に
沿
っ
て
流
れ
る

小
渓
が
附
近
の
枯
れ
一
色
の
中
に
光
と
な
っ
て
、

霊
気
を
感
じ
た
と
い
う
句
感
の
説
明
を
聞
い
た
。

天
気
の
よ
い
日
に
一
度
体
験
し
て
み
て
は
…
…

と
。

肩
の
荷
を
下
ろ
し
て
風
邪
を
引
き
に
け
り 
竹
崎　

光
子

し
ぐ
る
る
や
涅
槃
の
像
を
拝
み
け
り 
松
岡
き
よ
子

 
河
豚 
刺
し
の
透
け
る
皿
鉢
や
伊
万
里
焼 
井
上　

郁
子

ふ

ぐ

鍵
束
に
不
要
の
鍵
あ
る
年
始 

間　
　

浩
太

老
い
て
知
る
父
の
言
の
葉
実
南
天 

川
村　

博
子

漉
き
槽
に
冬
陽
散
ら
し
て
紙
を
漉
く 
友
草　

水
月

幾
度
か
夢
ち
ぎ
ら
る
る
寒
夜
か
な 

大
川　

節
弥

雪
降
り
て
湯
上
り
の
声
濡
し
け
り 

刈
谷　

志
津

繰
り
言
の
聞
き
流
さ
れ
て
三
ケ
日 

川
村
千
図
子

も
て
な
し
の
心
に
ふ
れ
て
冬
遍
路 

中
野　

好
子

ち
ょ
い
と
来
て
ち
ょ
い
と
飛
び
立
つ
寒
す
ず
め 
渡
辺
万
利
子

初
詣
参
道
笑
顔
目
礼
す 

弘
瀬
う
き
子

わ
が
命
七
草
粥
で
あ
た
た
め
て 

筒
井　

眉
躬

寒
雁
や
土
佐
の
マ
ホ
ロ
バ
渡
り
け
り 
川
上
こ
よ
ね

風
あ
れ
ど
隈
な
く
晴
れ
て
初
御
空 

筒
井　
　

文

初
春
や
八
紘
に
透
く
陽
の
美
し 

伊
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　このコーナーでは、各園・学校の取り組みや様子をお知らせし、地域の学校としての情報発信を
しています。地域の皆さまには、様々な取組にご理解とご協力をいただいておりますが、今後とも
地域ぐるみで子どもの健全育成にかかわってくださいますよう、よろしくお願いします。 

伊　野　小　学　校
　

テレビやゲームの時間が減った！
　伊野小学校では、年２回の生活アンケート
を実施しています。６月には高学年の半数近
くが、テレビやゲームに３時間以上費やして
いることが分かりました。
　そこで、保護者のみなさんの協力で、生活点
検カードをつけたりして、子どもたちが自分
の生活時間をみつめる機会をもってきました。
　その結果、１２月の調査では、３時間以上メ
ディアを利用する子が半減していました。こ
れからも、テレビやゲームと上手につきあっ
てもらいたいものです。

ウェイクアップマラソン
　２時間目の休み時間になると、全校児童が
運動場に出て、準備運動を始めます。そし
て、音楽にあわせて学年ごとのコースをゆっ
くり走ったり歩いたりします。教職員も薄着
になって、子どもたちといっしょに走ります。
　５分間ほどの運動ですが、体がぽかぽか温
まり、残りの時間も外で元気に遊んでいま
す。走った距離をカードに記入して、「四国
一周」にも挑戦しています。３月に春野陸上
競技場で行われるちびっこマラソンに、４０名
以上が挑戦する予定です。

平成１８年１２月　生活アンケートより 

３０分以内 

１時間 

１時間半 

２時間 

３時間 

３時間半以上 

１７％ １７％ 

２９％ ２９％ 

１６％ １６％ 

２３％ ２３％ 

１１％ １１％ 

４％ 

通学路清掃
　児童会の呼びかけで、１月１８日の朝、子ど
もたちはごみを拾いながら登校しました。
　そして、児童会の役員が持つ袋に、ごみを
種類ごとに分別して入れました。
　通学路には様々なごみが落ちています。ビ
ニール袋に入りきらないほど拾ってくる子も
いました。これからも町が少しでもきれいに
なる活動を続けたいと思います。
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　今年度後半の話題の一つに、初心者パソコン教
室があります。
　学校内外からの声により、開かれた学校づくり
の取り組みとして構想をあたためていたもので
す。対象は地域の方で指導は学校職員がします。
「５の日の学校応援団」と名付けた活動の一環で
もあります。
　念願かなって１１月１５日に開講することができま
した。これまで５回実施し、平均２～３名の方が
参加してくれました。ご自分のノートパソコンを

持ち込む方もいます。
　まず初回は、「パソコンにさわろう」とパソコンになじむことから始まりました。指導陣がほぼマ
ンツーマンで関われますので、きめ細かな対応ができました。マウスを動かすことや入力画面を立
ち上げキーを打ってみるところあたりまで、たっぷり時間をかけて慣れていただきました。
　「５の日の学校応援団」は、午後２時から児童ら
とグラウンドゴルフを楽しみ、午後３時１０分から
パソコンを学ぶという流れとなっています。
　指導の教員は、初めて触れる方への教え方がと
ても勉強になると言い、指導方法の貴重な研修と
もなっています。文章をつくる・保存・修正など
を自力でできる方もいるので、何か一つ形になる
物を残す予定です。
　今後は児童との関わりのあるパソコン教室にな
るといいなと思っています。

枝　川　小　学　校
　今年の開かれた学校づくりは、「ＥＳＳＮ（枝川小学校不登校傾向児童支援サポートネットワー
ク）」「枝川小学校地域安全推進委員」「保護者による朝読書・読み聞かせグループ」「クラブ活動・
授業への協力者」「土曜子ども会」「ＰＴＡ３役」と学校からの代表４名で「学社融合推進委員会」
を開き、相互に連携をとりながら進めています。
　ＥＳＳＮでは、６月１日・１３日・８月２５日・１０月２７日・１２月８日に連絡協議会・保護者交流会を
５回開きました。２月９日には６回目を開く予定です。はじめは、昼間に開いていましたが、要望
により、１２月は夕方の６時３０分から行いました。
　毎回、最初の３０分間は、推進委員さん（枝川地域の方等）による会をもち、不登校傾向の児童だ
けにとどまらず、子どもの課題にかかわる話をしました。地域にいる児童支援に関わった経験のあ
る方４名が推進委員を引き受けてくださっていますが、毎回いろいろな意見をいただき、指導の参
考になることが多くありました。
　その後に行う保護者交流会では、２名から５名へと回を重ねる中で参加人数が増えています。毎
回、本音も交えた中味の濃い話し合いができたと思います。我が子のことで悩む親という立場で考
えれば、もっとたくさんの保護者に参加してほしい気持ちもありますが、この会が続いていること
が大切なことだと考えます。
　学校として何ができるか、地域ができることは何か、そして保護者はどうすればいいのか。心を
開いて話し合うことができつつあると思います。

ＥＳＳＮ連絡協議会

勝　賀　瀬　小　学　校
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伊　野　南　小　学　校
　
　
　
「学習チューター」　
　伊野南小学校には、高知大学の学生さん４名
が、子どもたちの学習活動のサポートにおいでて
くださっています。彼らは、将来教員をめざす有
志で組織した「学援隊（ＧＥＴ）」のメンバーで、
「学習チューター」と呼ばれています。
　写真は、体育の授業（マット運動）風景です。元
気いっぱいのチューターさんといっしょに体育が
できると聞いて、子どもたちは「やったあ！」と
大喜び。模範演技を見せてもらい、「動物歩き」や
「前回り」を楽しく生き生きと練習していました。
授業後、チューターさんは、「子どもたちとふれあ
う機会をいただき、とても勉強になります。先生
方の教え方から学ぶことが多いです。」と、本校で
の活動を振り返っていました。
　「学習チューター」は、チューターさんにとって
も、また、伊野南小学校にとっても実り多い活動
となっています。
　

「英語活動」
　伊野南小学校では、いの町のＡＬＴや英語活動
特別非常勤講師との連携のもと、「英語活動」に取
り組んでいます。
　写真はＡＬＴのジョナサン先生を迎えての授業
風景です。先生の表情豊かな“What　color　do　
you　like？”の問いかけに対して、“I　like　pink．”
等、元気よく答える子どもたち。
　英語のシャワーをたくさん浴び、南の子たちは、
生き生きと英語活動を楽しんでいます。英語活動
で培った積極性は、日常でのコミュニケーション
力を高めることにも効果を生み出しています。

研究テーマ　 　●

生き生き輝く南の子～豊かな心と確かな学力をめざして～

【学習チューター】

【英語活動】

　３月に入り、これから少しずつ暖かくなりますね。
散歩やジョギングにも良い季節となります。
　高知県交通安全協会いの支部といの町は、暗く
なってから出歩かれる方のために、反射タスキを無
料配布します。
　数量は１００個で無くなり次第終了します。
　夜間は特に、走行中の車から歩行者は見えづらい

ものです。ぜひ反射タスキをご活用ください。
※配布は３月１２日からで、配布場所は役場本庁と各
総合支所です。お一人様１個とし、電話でのご予約
は受け付けません。
　
�　問い合わせ

　総務課　　　　　　　� 893―1113
　吾北総合支所住民課　� 867―2300
　本川総合支所住民課　� 869―2112

反射タスキ無料配布
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P e e k  a  B o oP e e k  a  B o o
～ あかちゃんとおかあさんの絵本の時間 ～ 

3月20日（火）10：30～11：00　　　☆毎月第３火曜日☆ 

＊くつしたのあな＊　　～おはなし会を開いています～ 
3月17日（土） 14：30～15:00

　5、6歳から小学生のみなさんのためのおはなし会です。ストーリーテリングや絵本の読みきかせをしていま
す。是非、遊びにきてください。 

　乳幼児と保護者を対象に、１Ｆ絵本コーナーで手遊びや読みきかせをしています。どなたでもお気軽においで
ください。 

＊読み聞かせボランティア養成講座を開講中＊ 
　学校や保育園、幼稚園などで子どもたちに本の読みきかせ活動をされている方、又はやってみたいとお
考えの方を対象にこの講座は行っており、読者普及活動の輪を広げることを目的としています。 
　講座の内容は絵本の選び方や基準、読み方などを実践しながら進めています。また、創作絵本と昔話のよう
な語り継がれたお話の絵本の違い、絵本の知識も学ぶ機会になっています。 
　参加されている方は、めったに聞くことのできない内容に興味を持つだけでなく、仲間とのつながりに
なることに喜びを感じ合っているようです。 
　　　　日　時　3月2日（金）10：00～12：00 
　　　　会　場　図書館2F多目的ホール 
　　　　講　師　青山　章子さん　（つくし文庫） 

3月の展示 
・グリム童話を旅して 
・画家　赤羽末吉 
　　　－その風格ある昔話たち－
・｢芋たこなんきん｣でおなじみの 
　　　　　田辺聖子さんコーナー 

『たいせつなこと』 
作 マーガレット・ワイズ・ブラウン　絵 レナード・ワイスガード　訳 うちだややこ 

子どもたちに勧めたい本をご紹介します。 
本選びの参考になさってください。 

＊子どもの本棚＊ 

9：30～18：00
本　　館

開館時間
枝川分室

毎週月曜日・祝日
館内整理日（３０日金曜日）本　　館

休　館　日
月・水・金・日・祝日枝川分室
� 850－4360本　　館

電話番号
� 850－4350枝川分室

http://inolib.town.ino.kochi.jp　

　スプーンは食べるときに使うもの。でもスプー
ンがたいせつなのは、それを使うと上手に食べら
れるということ…。人によって好みも様々で、デ
ザインが凝っているものが好きな人もいますし、
大きさにこだわって自分の口にちょうどいい大き
さのものを愛用している人もいるでしょう。けれ
どもスプーンにとって最もたいせつなことは「そ
れを使うと上手に食べられるということ」。
　この絵本では、このような具合に、身の回りにあ
る日用品や、雪、雨、風といったひとつひとつのも
のについて、そのモノがそのモノであるためにた
いせつなことは何かをずばっと言い当て、「なるほ
ど」と私たちを納得させてくれます。そのものに
とって一番「たいせつなこと」を丁寧に確認し、語
りかけてくれるのです。ひなぎくはしろい、あめは
うるおす、くさはみどり…。そして最後の最後に、
ものでも小動物でもない、この絵本の読者「あな
た」が題材になるのです。
　あなたはあなた。たいせつなのはあなたがあな

たであること。それから、あ
なたにとって、たいせつなの
はなんですか？という作者の
メッセージが伝わってきま
す。
　アメリカで出版されて以来、
読みつがれてきた絵本です。
「たいせつなこと」とはなにか
を、やさしく詩的な文章で語りかけます。シンプル
ですが、とても温かくて、さり気なくごく自然に心
の中に入ってきます。最初は何の変哲もない前お
きがあって、最後のページで愛に包み込まれるよ
うな幸せが心の中を満たして広がってきます。物
語絵本という形態ではなく、直接作者の優しい
メッセージを伝えている絵本です。小さな子ども
はもちろん、大人の方でも心が温まるゆっくりと
ながめていたくなる優しい穏やかな絵本です。
　アメリカで多くの人に読み継がれてきたロング
セラーの名作です。
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　菌床しいたけ栽培をされている筒井正臣さん延代さんご夫妻のハウスにお伺いさせていた
だきました。 
 ハウスの中の棚にぎっしりならべられた菌床には大小様々な“しいたけ”がニョキニョキ！ 
　お店の棚に並べられたしいたけしか見たことのなかった子どもたちは、目をクリクリさせ
ながら１本１本大事そうにカッターで切り取り、収穫を楽しみました。 
 その後、近くの山に移動し原木しいたけの栽培方法も見学しました。 

子どもたちの生きる力を育もうと、吾北地区『明るい柳野を創る会』の皆さんにお世
話になり里山の自然いっぱ～いの中での体験教室を開催しました！　　 社会教育課 

この事業は、財団法人自治総合センターが、宝くじの普及

広報を目的として行っているコミュニティ助成事業で実施

しています！ 

【自然体験①】 しいたけ狩り  

　柳野公民館に場所を移し、今度は“そば打ち”に挑戦！！ 
 「ふれあいの里柳野」の水車小屋で製粉されたそば粉に山芋を混ぜあわせたものを、二人一
組でこねていきました。 
 はじめは手にねっちょりとくっついていたそば粉がこねるうちにだんだんつながってひと固
まりになっていきました。そこからはのし棒で均等に延ばし、専用の包丁で切ってできあがり！ 
 うどん、きしめんをしのぐ太さのそば！！さぁて自分たちで打ったそばの味は ・・・格別！？ 

【自然体験②】 そば打ち  

　またまた場所が変わって今度は「炭焼き小屋」に集合！ 
 カンカンに炭にしたい物を入れ、七輪で熱するとできあがる炭づくり！ 
 まつぼっくり、みかん、バナナ、なんてんの実など思い思いの材料を入れ・・・ちゃんとできた
かなぁ？ふたを開けてみると・・・あらあら不思議？？バナナは何処に？消えちゃった！ 
 できあがった炭はかわいいかごに入れておみやげに持って帰りました。 

【自然体験③】 炭焼き  

宝くじは、広く社会に役立てられています。 

Par
t 

Ⅱ 

菌床しいたけの栽培方法を 
聞く真剣なま・な・ざ・し 

しいたけ発見！　取るぞ～ 原本しいたけを栽培している 
山へも行って来ました！ 

　わぁ～ 
こんなところから 
　ニョキニョキ 

おもちや 
　ないき！ 

わ～い 
こねるぞ～ 
ぺったん 

粉が手に 
くっつくよ～ 

こ・こ・こ 
これが絶品の 
おそば！ 

この七輪の上に 
カンカンを乗せて… 

こっちの 
がは？ 

どやって 
飾ろうかな～。 

えっ！これ 
まつぼっくりや 
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スタートします♪ 

こども 
の 

ひろば 

有料広告

　子どもたちを取り巻く環境が大きく変化していく中で、家庭だけでなく学校や
地域がいっしょになって子育てを考えていくことが必要であると感じています。

　そこで伊野公民館では、子どもたちが学校帰りに安心して楽しく過ごすことが
できる居場所として、４月から『こどものひろば』を開設します。

　地域のおんちゃん、おばちゃんとおやつを作ったり手遊びをしたり、先生を交
えてパソコンや英会話なども体験します。みんなでいっしょに楽しい時間を過ご
しませんか。

　いのっ子の子育てをいっしょに考えていただけるみなさんのご参加をお待ちし
ています。お気軽にお問い合わせください。

　

　　　　　　《４　月　日　時》　11、18、25日　各水曜日　15時～17時

　　　　　　《場　　　所》　伊野公民館

　　　　　　《対　　　象》　伊野小学校区小学生

　　　　　　《問い合わせ》　社会教育課　� 893－2012
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サニーアクシス 
いの店の店からの 
お知らせ 

サニーアクシス 
いの店からの 
お知らせ 

この度、いの町北内に「サニーアクシスいの店」がオープン致しました。 
開店以来、多くのお客様にご来店いただいておりますこと、この場をお借りして 
厚く御礼申し上げます。これからも「サニーアクシスいの店」を末永くご愛顧下さいます 
よう、お願い申し上げます。 
なお当面の間は国道33号ならびに周辺道路が混雑することが予想されます。 
近隣の皆様、ご通行の皆様には引き続き大変ご迷惑をお掛け致しておりますことを 
お詫び申し上げます。 
サニーアクシスいの店をご利用のお客様におかれましては、ぜひ電車などの公共交通機関を 
ご利用いただきましてお越し下さいませ。 

【お問い合わせ先】株式会社サニーマート　お客様サービス室 
　　　 0120‐83‐7271　　　 0120‐38‐7131 
　　受付時間：午前9時～午後6時 
　　＊夜間の受付に関しましては、翌日ご連絡致します。 

有料広告

　　　　　　　　　伊野郵便局　　　 893‐1370　　小川郵便局　　 867‐2210 
　　　　　　　　　日比原郵便局　　 867‐2310　　長沢郵便局　　 869‐2542
問い合わせ： 

○日本郵政公社は、平成19年10月に民営化・
分社化します。 

○郵便局では、この移行作業を円滑に進めてい
くため、平成19年3月5日（月）から、分社化に
対応した業務方法に切り替えてまいります。 

【参考】平成19年10月　民営化・分社化 
　現在、郵便局において、三事業（郵便、貯金、保険）一体で運営してい
る郵政事業は、それぞれの業務を承継する形で、平成19年10月から、4
つの事業会社に分社します。 

郵便事業株式会社　郵便局株式会社　郵便貯金銀行　郵便保険会社 

※郵便局株式会社は、窓口業務及び貯金・保険の集金や募集などの業務を各事
業会社から受託 

○お客さまへのサービスの主な変更点は次のとおりですが、これまでと同等のサービスを提供させてい
ただき、今後とも地域の皆さまに親しまれ愛されるよう努めてまいりますので、ご理解とご協力を
賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

≪お客さまサービスの主な変更点≫ 
1　集配サービス 
（1）配達、取集、ご不在でお受け取りいただけなかった郵便物のお預かりは、これまでどおり小川

郵便局、日比原郵便局、長沢郵便局で行います。 
（2）ご不在でお受け取りいただけなかった郵便物は、配達担当者が毎日再配達にお伺いします。 
　　なお、郵便局の窓口でのお受け取りを希望する場合は、伊野郵便局に事前にご連絡をお願いします。 
（3）お客さまの郵便番号は変わりません。 
（4）配達・集荷等、郵便に関するお問い合わせ先は伊野郵便局に変更となります。 

2　貯金・保険サービス 
　　変更ありません。 

3　窓口サービス 
　　小川郵便局、日比原郵便局、長沢郵便局の時間外窓口を廃止させていただきます。 
　　なお、時間外窓口の廃止に伴い、土曜・日曜を含め配達を基本とする体制の整備、集荷体制の充
実を図ってまいります。 

＜窓口お取扱時間＞

3月5日（月）以降
現　　在

長沢郵便局日比原郵便局小川郵便局

変更ありません
9：00～17：00
お取り扱いしていません
お取り扱いしていません

（平日）
（土曜）
（休日）

郵　便　窓　口

お取り扱いしません
8：00～9：00／17：00～18：00
8：00～17：00
9：00～12：30

（平日）
（土曜）
（休日）

時間外窓口

変更ありません
9：00～16：00
お取り扱いしていません
お取り扱いしていません

（平日）
（土曜）
（休日）

貯金保険窓口

変更ありません
8：45～18：00
9：00～17：00
9：00～13：00

8：45～18：00
9：00～14：00
お取り扱いしていません

（平日）
（土曜）
（休日）

Ａ　Ｔ　Ｍ
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有料広告

　内閣府では、平成１９年度に実施する国際交流事業
（「国際青年育成交流」「日本・中国青年親善交流」
「日本・韓国青年親善交流」「世界青年の船」「東南
アジア青年の船」）の参加青年を募集しています。
�　募集期間
　２月１日（木）～３月３０日（金）

�　問い合わせ
　内閣府政策統括官（共生社会政策担当）付国際交流
第１担当　　　　　� ０３－３５８１－１１８１

（http://www.cao.go.jp/koryu/)
　高知県国際交流課　� ８２３－９６０５

　３月１日から５月３１日までは、春の「緑の募金週
間」になっています。
　皆さまから集められた募金は（社）高知県森と緑の
会を通じ、県内の森林の整備・緑化の推進事業、子
どもたちが木や森とふれあう機会の増進、森林ボラ
ンティアや市町村の緑化活動への推進などに活用さ
れています。

　募金箱は、役場本庁、各総合支所、町内量販店等
に設置しています。
　また、産業経済課、吾北総合支所産業課、本川総合
支所産業建設課でも受け付けておりますので、ご協
力よろしくお願いします。
�　問い合わせ
　産業経済課　� ８９３―１１１５

　皆さんは高速道路を利用する時、ＥＴＣを利用し
ていますか。ＥＴＣとは無線を使った自動料金支払
いシステムのことで、ＥＴＣを利用することにより
通行券の受け取りや料金の支払いのために一旦停止
することなくスムーズに料金所の通過が可能となり
ます。料金支払いのためのストップ＆ゴーを繰り返
すことがなくなりますので、料金所付近の騒音や排
気ガス（※１　ＣＯ２、ＮＯＸ）が軽減され周辺環境
の改善や地球温暖化の防止にも効果を発揮します。
　また、ＥＴＣなら通行料金が最大５割引になる通
勤割引（※２　６時～９時・１７時～２０時）や最大３割
引になる深夜割引（０時～４時）などの時間帯割引
等の制度もあり、非常にお得です。
　ＥＴＣについての詳しい内容は、ネクスコ西日本
のホームページ（http://www.w-nexco.co.jp）をご閲
覧ください。
　ＥＴＣ車載器は自動車ディーラーやカー用品店、
自動車整備工場などで購入・取り付け・セットアッ
プができます。

※１　ＥＴＣを搭載した車１台当たりのＣＯ２削減量
は、約１本の樹木が１年間に吸収するＣＯ２に
相当するものです。（樹木の換算は、樹齢１０年
のどんぐりの木１本が年間１１㎏のＣＯ２を吸収
するという試算をもとに算出しています。）

※２　一回の走行距離が１００キロメートル以内。朝夕の
各割引時間帯の中で最初の一回に限り適用。

�　ＥＴＣ通勤割引例（普通車）　�

�　問い合わせ
　西日本高速道路株式会社　四国支社
　　総務企画部企画調整グループ

� ０８７―８２５―１８９８

伊野ＩＣから高知ＩＣまで
片道４００円が２００円に。往復で４００円お得。
１カ月２０日通勤の場合８，０００円お得になります。

伊野ＩＣから須崎東ＩＣまで
片道７５０円が４００円に。往復で７００円お得。
１カ月２０日通勤の場合１４，０００円お得になります。

青年国際交流事業に参加しませんか

ETCを始めませんか

「緑の募金」へご協力を
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上下水道休日当番 

飼えなくなった 
犬の収集日程 

※都合により当番医が変更となる場合があります。 
　受診の前に電話でご確認ください。 

休日当番医 

3

いの町上下水道組合 
　090‐9555‐6246

※吾北・本川地区の方は、処理手続きの都合上前日
16時までに各総合支所に連絡をお願いします。 

●伊野地区……役場本庁・各出張所 

●吾北地区……吾北総合支所 

●本川地区……本川総合支所 

問い合わせ　　環境課 　 893‐1160　 

　このコーナーでは、毎月いの町の山や川でとれる食材を
使った料理やいの町の郷土料理を紹介します。 
　第１２回は本川地区のししとうを使った料理です。 
※今回は、いの町食生活改善推進協議会本川支部のご協力
を得て掲載します。 

問い合わせ 
　企画課 　 ８９３‐５８５５　　 ８９２‐０３５３ 

　Eメールアドレス　kikaku@town.ino.kochi.jp

3月26日（月） 
4月4 日（水）・26日（木） 
受付時間  8：30～9：30

 
4（日） 
11（日） 
18（日） 
21（水） 
25（日） 

　 
1（日） 
8（日） 
15（日） 
22（日） 
29（日） 
30（月） 

 
893‐0047 
893‐1551 
893‐5111 
893‐2455 
893‐0014 

　 
893‐0047 
892‐0296 
893‐0014 
893‐5712 
893‐1551 
893‐2455

 
関 田 病 院  
仁 淀 病 院  
さ く ら 病 院  
西 村 整 形 外 科  
森 木 病 院  
　 
関 田 病 院  
高 岡 内 科  
森 木 病 院  
田 村 外 科  
仁 淀 病 院  
西 村 整 形 外 科  

――――――― 3 月 ――――――― 

――――――― 4 月 ――――――― 

【ししとうのおから詰め】 

－作り方－ 
①ししとうはへたのつけ根から縦に切り目を入
れ、中の種を除く。 

②おからとみじん切りの野菜を炒めて詰める。 
③②を少し湿らせてまんべんなく小麦粉をまぶ
して揚げる。 

ワンポイント！ 
　お好みで三杯酢や天つゆにつけてお召し上が
りください。 

　油で揚げるときに破裂することもありますの
で、気をつけて調理しましょう。 
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　この「こじゃんとうまいの～　いの町の料理」
のコーナーは、今回で最終回となります。 
　一年間、ご覧になってくださりありがとうござ
いました。 
　また、これまでご協力くださいました皆さまに
は、厚くお礼申し上げます。 




